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子
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大
人
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が
気
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に
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と
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児
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目
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し
ま
す
。
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童
館

は
子

ど
も

た
ち

の
健

全
育

成
を

支
え

る
市

民
の

皆
さ

ん
と

協
働

し
て

事
業

を
展

開
し

て
い

き
ま

す
。

児
童
館
職
員
の
専
門
性
を
高

め
，子
ど
も・
子
育
て
を
包
括

的
に
支
援
し
て
い
き
ま
す
。
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児
童
館
は
妊
娠
期
か
ら
の
子
育
て
，
0～
1
8
歳
未
満
の
子
ど
も
た
ち
の
支
援
を
継
続
的
に
切
れ
目
な
く
行
う
こ
と
の
で
き
る
唯
一
の
施
設
で
す
。
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学
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学
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布
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青
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テ
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シ
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ン
CA
PS」

が
あ

り
ま

す
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児
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中
高
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世
代
」
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り

ま
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合
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全
館
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業
」
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ィ
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え
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ろ
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こ
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き
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館 中
高
生
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た
め
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地
域

の
子

育
て

支
援

の
拠

点
と

し
て

，気
軽

に
集

い
，出

会
い

，包
括

的
な

相
談

・
連

携
が

で
き

，親
子

で
楽

し
む

こ
と

が
で

き
る

児
童

館

乳
幼
児
家
庭
の
た
め
の

児
童
館

児
童

期
に

得
る

べ
く

様
々

な
体

験
を

行
え

る
場

所
で

あ
り

，放
課

後
の

居
場

所
を

支
え

，地
域

の
協

力
者

と
と

も
に

子
ど

も
の

成
長

を
見

守
る

こ
と

が
で

き
る

児
童

館

小
学
生
の
た
め
の

児
童
館
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報告書本編は，ホームページでご覧いただけます。トップページ〉子育て・教育〉児童館・学童クラブ・ユーフォー〉児童館のあり方検討

児童福祉法に規定されている児童福祉施設の
一つで，18歳未満のすべての子どもたちを対
象として，遊び及び生活の援助と子育て支援
を行うことを目的としている。全国に約4,600
館設置されている。

施設の老朽化や物理的限界（０～18歳まで全
てを対応するのは難しい），職員の専門性の確
保などが挙げられる。また，認知度向上や活
動への理解促進の必要性がある。

調布市児童館のあり方検討委員会報告書

1965（昭和40）年に調布市児童会館（現在のつつじ
ヶ丘児童館）が開館した。これは，都内2番目の公設児
童館で，多摩地区では初めての児童館であり，多くの
親子連れで賑わった。
現在では，つつじヶ丘，東部，国領，多摩川，深大寺，

富士見，佐須，西部，緑ヶ丘，調布ヶ丘，染地の各児
童館と，中学生・高校生世代を対象とした青少年ステ
ーションCAPSがある。この設置数は，多摩地区で最も
多い。　

■児童館事業
遊びを通した健全育成を実現している。地域住民の
協力を得て，多彩な活動を展開している。

■子育てひろば事業
地域の身近な場所に乳幼児親子の居場所を提供して
いる。
■学童クラブ事業
保護者の就労と子育ての両立を支援している。　

第3章

第2章

第1章

第4章

概要版 ※章・ページ番号は
　報告書本編と連動

少子化が進み，我が国の人口は減少傾向にある。調布
市の人口は，増加傾向であるが，2024（平成36）年をピ
ークに減少していくと想定されている。子育て支援は今ま
で以上に切実感を増していく。

利用者アンケートの結果分析・検証

調布市の児童館の役割と成果

子どもを取り巻く現状と課題

議論の方向性P21〜

P13〜

P3〜

P41〜

身長・体重・肥満度は横ばいから減少傾
向にある。体力に関する調査では，長期的に
見ると，走・跳・投に関わる項目などでは依
然低い水準にあるが向上した項目もあり，ア
ンバランスさが見られる。

学年が上がるにつれて，クラブ活動や塾などへの所属率
が増加している。遊び場としては友人宅や自宅などが多く，
外遊び等がしづらい環境がうかがえる。一方，学童クラブ
への入所希望も年々増加傾向にある。

核家族，共働き世帯が一般的な状況となっている。また，
ひとり親家庭や，離婚・再婚を経ての再形成家庭，祖父母
が保護者となる家庭等，多様な姿が見られる。

児童虐待に関する相談件数は児童相談所・
市町村の窓口ともに増加の一途である。死亡
事例も多く発生している。また，不登校や障
害に関する相談等も増加している。

我が国では，6人に1人が貧困状態にあり，ひとり親家
庭では更に2人に1人の子どもが貧困だと指摘されている。
貧困が学力や就業にも影響を及ぼし，貧困の世代間連鎖
が懸念されている。

市には，12の児童館が設置されている 市の児童館は3つの柱で運営している

児童館
とは？

課題は
ないの？

子ども・子育てを
取り巻く環境が変化

している

少子化と人口減少 家庭・家族の形態が多様化

子どもの体力 支援が必要な子ども・子育て家庭

子どもの遊び場，放課後の状況 子どもの貧困


